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茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 5 年 度 建 設 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

茨 城 県 潮 来 土 木 事 務 所 長 受 賞

　 令 和 5 年 度 建 設 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ た 皆 様 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。

　 ま た 、 建 設 業 の 皆 様 方 に は 、 地 域 の 利 便 性 や 活 性 化 を 支 え る 公 共 イ ン フ ラ の 整 備 や 、 災 害 発 生 時

の 緊 急 対 応 等 、 多 大 な ご 協 力 を い た だ き 、 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

　 さ て 、 今 回 の 表 彰 で は 、 令 和 4 年 度 に 当 事 務 所 管 内 で 完 成 し た 1 1 3 件 の 工 事 の 中 か ら 、 特 に 成 績 優

秀 で 他 の 模 範 と な る 1 2 名 の 技 術 者 を 選 定 し ま し た 。

　 皆 様 が 日 頃 か ら 励 ま れ た 技 術 研 鑽 の 賜 物 で あ り 、 心 よ り 敬 意 を 表 し ま す 。

　 受 賞 さ れ た 皆 様 に は 、 そ の 優 秀 な 技 術 を 存 分 に 発 揮 し 、 今 後 も 公 共 工 事 の 品 質 向 上 に 努 め ら れ る

こ と を 期 待 し て お り ま す 。

　 併 せ て 、 若 手 技 術 者 の 指 導 、 育 成 を は じ め 、 建 設 業 界 の 更 な る 発 展 に 向 け て 、 益 々 ご 活 躍 さ れ ま

す こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 潮 来 土 木 事 務 所
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日 時 ： 令 和 5 年 1 2 月 6 日 （ 水 ）

場 所 ： 潮 来 土 木 事 務 所

　
各 種 鋼 材 販 売 お よ び 機 械

加 工 事 業 な ど を 営 む 金 森 興業 ㈱ （ 東 京 都 江 東 区 、 染 谷俊 彦 取 締 役 社 長 ＝

写 真 左

）

は 坂 東 市 （ 木 村 敏 文 市 長 ＝写 真 右

） へ 、 企 業 版 ふ る さ

と 納 税 を 活 用 し て

2 0万 円 を

寄 附 し た 。 １ 月

2 5日 に は 市

役 所 ３ 階 応 接 室 に て 、 寄 附受 入 式 お よ び 感 謝 状 の 贈 呈式 が 開 催 さ れ た 。　
当 日 は 染 谷 取 締 役 社 長 が

出 席 。  「 坂 東 市 に 坂 東 工 場 　
水 戸 市 の 水 戸 ヤ ク ル ト 販

売 ㈱ （ 内 藤 学 代 表 取 締 役 社 　
県 鉾 田 工 事 事 務 所 （ 秋 山

文 昭 所 長 ） は 、 道 路 ボ ラ ンテ ィ ア 団 体 支 援 制 度 新 規 認

が で き て

1 0年 ほ ど に な り 、

現 在 も 住 宅 地 エ リ ア の 中 で業 務 を 続 け さ せ て い た だ いて い る 。 市 の 更 な る 発 展 のた め に ご 活 用 い た だ け れ ば幸 い 」 と 述 べ た 。　
木 村 市 長 は 「 令 和 ３ 年 か

ら 、 ３ 年 続 け て ご 寄 附 を賜 り 、 感 謝 申 し 上 げ る 。 いた だ い た ご 寄 附 は 、 市 の 安全 ・ 安 心 な 地 域 づ く り 事 業に 役 立 て て ほ し い と 伺 っ てい る の で 、 市 民 の 安 全 安 心 長 ） は 、 ひ た ち な か 市 に ゴム マ ッ ト な ど の 福 祉 用 具
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定 団 体 と し て 鉾 田 市 立 大 洋中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 生 活 環 境 委 員会 （ 小 沼 紀 子 代 表 ） を 認定 。 １ 月

3 1日 に 認 定 証 交 付

式 を 実 施 。 当 日 は 鉾 田 市 の岸 田 一 夫 市 長 も 駆 け 付 けた 。

清 掃 回 数 年 間 ２ 回 以 上 。　
秋 山 所 長 は 「 道 路 は 日 常

生 活 や 経 済 活 動 に 欠 か す こと の で き な い も の だ が 、 その 一 方 で あ り ふ れ た 身 近 な存 在 で あ る た め 、 綺 麗 に 使お う と い う 意 識 を な か な か持 っ て い た だ け な い と い うと こ ろ が あ る 。 皆 さ ま 方 に行 っ て い た だ く 道 路 の 清 掃美 化 活 動 は 、 沿 道 地 域 の方 々 に 道 路 を 慈 し む 気 持 ちを 持 っ て い た だ く き っ か けと な る も の と 考 え て い る 」と 述 べ 、 同 会 の 地 域 貢 献 活動 に 感 謝 の 意 を 示 し た 。

　

に 向 け た 取 組 み に 活 用 さ せて い た だ く 」 と コ メ ン ト した 。 品 を 寄 贈 し た 。 福 祉 用 具 寄贈 式 に は 内 藤 代 表 取 締 役 社長 を は じ め と す る 関 係 者 ８人 が 出 席 。 大 谷 明 ひ た ち なか 市 長 へ 同 社 か ら 目 録 が 手渡 さ れ た 。　
や わ ら か ゴ ム マ ッ ト ２ 枚

と キ ッ ズ サ ー ク ル Ｃ Ｋ （ 幅９ ０ ０ ㎜ ）  、 キ ッ ズ サ ー クル Ｃ Ｋ （ 幅 １ ２ ０ ０ ㎜ ） は障 害 福 祉 課 面 談 室 へ 、 マグ ・ フ ォ ー マ ー ク リ エ イテ ィ ブ セ ッ ト と と び と び バラ ン ス 、 ハ イ ハ イ ク ッ シ ョン マ ッ ト は 子 育 て 支 援 セ ンタ ー ふ ぁ み り こ へ 納 品 さ れる な ど 、 寄 贈 さ れ た 福 祉 用具 に つ い て は 、 市 内 福 祉 施設 で 全 ６ カ 所 活 用 さ れ る とい う 。 　
同 会 の 構 成 人 員 は

1 5人 。

作 業 内 容 は 国 道 ３ ５ ４ 号
（ Ｌ ０ ・ １ ３ ㎞ ） の 除 草 、

清 掃 美 化 、 花 壇 整 備 。 区 間は 鉾 田 市 大 蔵 １ ３ ３ ７

－
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地 先 か ら 大 蔵 １ ３ ３ ８

－ ３

地 先 ま で 。 年 間 作 業 日 数 は

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○●○○○○○○○○

○○○●○○○○○○●○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 室 長監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○●●○○○○○○○●○○○○○○

▲ 福 祉 用 具 の 目 録 が 大 谷 市 長 に 手 渡 さ れ た

▲ 秋 山 所 長 （ 左 ） 、 岸 田 市 長 （ 右 ） ら と 記 念 撮 影

3 5 4 号 大 蔵 地 内 の 清 掃 美 化 な 　
　 ど

大 洋 中 P T A を 新 規 認 定

県 鉾 田 工 事 ／ 道 路 ボ ラ ン テ ィ ア

1 3品 寄 贈

 子 育 て 支 援 等 で 活 用

ひ た ち な か 市 へ 福 祉 用 具水 戸 ヤ ク ル ト
安 心 安 全 な 地 域 づ く り に

坂 東 市 に

2 0万 寄 附

金 森 興 業 ㈱

上 中 妻 小 の 校 舎外 壁 改 修 実 施 へ

《 水 戸 市 》

　
水 戸 市 は 上 中 妻 小 学 校 で

校 舎 の 外 壁 改 修 工 事 を 実 施す る 。 本 年 度 は ㈲ ム ー ブ 建築 設 計 事 務 所 （ 水 戸 市 ） に実 施 設 計 を 委 託 。 予 算 が 確保 で き 次 第 、 工 事 の 発 注 手続 き を 進 め る 。　
工 事 の 対 象 は 校 舎 （ Ｒ Ｃ

造 一 部 Ｓ 造 ３ 階 建 て 、 延 べ面 積 ３ ０ ７ ８ ・ ２ ４ ㎡ ） と給 食 室 （ Ｓ 造 平 屋 建 て 、 １８ ０ ・ ２ ５ ㎡ ）  。 劣 化 が 進ん で い る た め 、 ク ラ ッ ク 補修 や 塗 装 、 防 水 な ど の 外 壁改 修 工 事 を 実 施 す る 。


